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夏のリコチャレ2021総括
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科学技術・学術における男女共同参画の推進に係る現状①

諸外国の研究者に占める女性割合

（出典）総務省「科学技術研究調査」（令和２年），
ＯＥＣＤ“Main Science and Technology Indicators ”，
米国国立科学財団（National Science Foundation：ＮＳＦ）“Science and Engineering Indicators”

生理学・医学 物理学 化学 計

アメリカ 5 2 2 9

欧州 5 1 4 10

日本 0 0 0 0

その他 2 1 1 4

全体 12 4 7 23

女性ノーベル賞受賞者数（自然科学分野）

※2020年までの受賞者を集計。
※その他の国は、イスラエル、オーストラリア、中国、カナダ。

日本 OECD平均

全体 男性 女性 全体 男性 女性

科学的リテラシー
平均得点

529点 531点 528点 489点 487点 490点

数学的リテラシー
平均得点

527点 532点 522点 489点 491点 487点

読解力平均得点 504点 493点 514点 487点 472点 502点

OECD生徒の学習到達度調査(PISA)
2018年調査の国際比較

※OECD PISA（Programme for International Student Assessment）2018 より作成
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科学技術・学術における男女共同参画の推進に係る現状②
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OECD2021 大学等入学者女性割合

※OECD.statより作成

※分類不可のためデータなし

Natural sciences, mathematics 
and statistics Engineering, manufacturing and construction

Information and Communication 
Technologies (ICTs)



科学技術・学術における男女共同参画の推進に係る現状③
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※国公私立含めた総数の女子学生割合は17.7％

理工学部（国立は理学部＋工学部）女子学生割合

国立大学（旧帝国大学）は
私立大学（早慶・MARCH）より
理工学部における女子学生割
合が低い場合が多い

（備考）内閣府調べ
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（備考）文部科学省「学校基本統計」(平成20年度～令和２年度)より作成。
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（出典）文部科学省「令和２年度学校基本統計」
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３．「教授等」は、「学長」、「副学長」及び「教授」の合計。

(％)

科学技術・学術における男女共同参画の推進に係る現状④
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※文部科学省 令和２年度「学校基本調査」
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内閣府の取組
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理工チャレンジ（リコチャレ！） ～女子生徒等の理工系への進路選択を促進～

リコチャレ応援団体
募集

ウェブサイト

「理工チャレンジ」
・ イベント情報 ・ロールモデル情報
・ 団体からの応援メッセージ

シンポジウム
・有識者や実際に活躍する女性研究者

・技術者（ロールモデル）による情報発信
・IT業界で活躍する女性(ロールモデル)

提示等

募集

夏のリコチャレ
・夏休み期間中、大学、企業

学術団体等がイベントを実施

・内閣府・文科省・経団連がサポート

理工系女子
応援ネットワーク会議

・理工系女子応援ネットワークに登録した
団体が出席

・相互連携に向けた情報共有や取組方針
を検討

理工チャレンジの趣旨に賛同する
大学・企業・学術団体等 826団体

令和３年９月現在

理工系女子
応援ネットワーク

リコチャレ応援団体のうち、具体的な
支援を行う団体

207団体

令和３年９月現在

男女共同参画に配慮した中学生向け理数系教育に関する指導者啓発資料の作成（令和２年度）

「STEM Girls Ambassadors」によるロールモデルの紹介

取 組

リコリャレは、女子中高生等が、理工系分野に興味・関心を持ち、将来の自分をしっかりイメージして進路選択す
ることを応援するため、平成17年（2005年）より内閣府男女共同参画局が中心となって行っている取組です。
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理工チャレンジHP
リコチャレ応援団体（※）の紹介、イベント等の掲載。そのほか、先輩理工系女性からのメッセージ
を掲載するとともに、質問も可能。
※826団体（行政機関：45団体、企業：241団体、学術・研究機関等：139団体、大学等：364団体、その他：37団体）
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夏のリコチャレ
•職場見学、現場見学、工場見学、シンポジウム、 サマースクール、実験
教室、先輩女性社員との交流等、全て実地でのイベント開催

• 2019年度実績：100団体179イベント実施、約36,000名が参加

夏のリコチャレ2021

※2020年度は新型コロナウイルス感染拡大により中止。

5/25 夏のリコチャレ2021
特設イベントページ公開

7月～9月中旬まで開催
イベント登録団体：59
イベント登録数：113
(オンラインのほか、実地開催も有り)
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・内閣府・文部科学省・JSTの共催 ・女子中高生、保護者、教員等を対象

シンポジウム

2021年度オンラインシンポジウム 公開：令和３年７月９日～
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男女共同参画の視点を取り込んだ
理数系教科の授業づくり

～中学校を中心として～

教員等の指導者の方々へ向けて、

〇男女共同参画の視点の必要性
〇無意識に持っていた固定概念・考え方や言動への気付き

＜無意識に行っている言動＞
・テストの点数の良かった女子生徒に、「女子なのに数学／理科ができて、すごいね」
と言葉をかけている

・理科の実験授業において、操作は男子、記録は女子、という生徒間の役割分担が自然と
できており、それに任せている

〇男女共同参画に配慮した理数授業の事例
〇教員のアドバイスをきっかけに理数系に進んだ女性の事例

等から構成される、啓発資料「男女共同参画の視点を取り込んだ理数系教科の
授業づくり～中学校を中心として～」を作成。

啓発資料

▲生徒が実際に行った板書発表の内容▲授業で生徒が作成したイルミネーションの一部▲じゃんけんをしながら確率を計算する様子

文部科学省と連携して普及を図り、教員等の指導者の無意識の思い込み
（アンコンシャス・バイアス）の払しょくに取り組む。
※文部科学省から都道府県教育委員会に対し通知を発出（令和3年６月21日）

中学生へのメッセージ動画
http://wwwc.cao.go.jp/lib_008/c-
challenge/movie_20210317_02.
html
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講演実績

実施日 Let’s be s STEM GIRL!!
～地域から未来の理工系女子を～会場

19/9/1 青森県弘前市

19/9/21 群馬県桐生市

19/10/5 長崎県長崎市

19/10/14 岩手県花巻市

19/11/4 京都府舞鶴市

19/11/10 福岡県古賀市

19/11/16 愛知県刈谷市

19/11/23 長野県伊那市

19/12/1 鳥取県琴浦町

19/12/15 千葉県木更津市

女子生徒等の理工系分野への進路選択を促進するため、理工系分野で活躍する多様な女性の姿（ロールモデル）を
示すとともに、女子生徒等の理工系進路選択を社会全体で応援する気運醸成を図ることを目的。

阿部 玲子 株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル
インド現地法人 取締役会長

杉本 雛乃 学生（東京大学大学院工学研究科バイオ
エンジニアリング専攻・2018ミス・インターナショ
ナル日本代表）

ズナイデン
房子

日本マクドナルド株式会社 上席執行役員
ＣＭＯ

玉城 絵美 早稲田大学 理工学術院 創造理工学研究
科 准教授

中島 さち子 ジャズピアニスト、
東京大学大学院数理科学研究科特任研
究員、
(株)steAm代表

山崎 直子 宇宙飛行士
渡辺 美代子 科学技術振興機構 副理事

Ambassador一覧（令和３年８月時点） ※敬称略・五十音順

主な活動

1. 地方公共団体や学校等において開催されるセミナー、シンポジウムでの講演等
2. 広報誌やWebサイト上でのメッセージ発信
3. その他本事業の趣旨に鑑み相応しい活動

※2020年度は新型コロナウイルス感染拡大により派遣実績なし。

実施日 イベント

18/9/22 政府広報ラジオ

18/10/16 連携会議「次世代への働きかけ」
チーム活動

18/10/24 ユース・ラウンド・テーブル

18/11/10 サイエンスアゴラ

18/12/15 愛知県主催「いいかも！リケイ」
理系応援事業

19/2/2 大阪市・学校法人追手門学院
共催イベント

19/3/17
講談社Rikejo ミライリケジョ
モノづくりカフェ

19/6/8 理系で広がる私の未来2019

19/8/24 香川県リケジョフェスタ

13



文部科学省の取組
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文部科学省では、平成26年4月より、子供の豊かな学びを支えるために、
多様な企業・団体・大学等に「土曜学習応援団」に御賛同（御参画）いただき、
平日の授業や放課後、土曜日、日曜日、夏休み、冬休み等の教育活動に、
出前授業等により参画していただくことで、特色・魅力のある教育活動を推進。(令和３年９月段階で840団体が賛同)

土曜学習応援団に賛同した
企業・団体・大学等

★実社会での経験に基づく多様な教育プログラム★

学校・地域の団体等

キャリア教育、プログラミング、
理科実験、ものづくり、環境教育、
社会課題解決 等

教育プログラムを
探すには・・・

出前授業では例えばこのようなことができます！

＊高校生、中学生、小学生、幼稚園児等を対象
＊平日の授業や放課後、土曜日、夏休み等に実施

土曜学習応援団WEB
＊「学校と地域でつくる学びの未来HP」の中の
「企業等による教育プログラム」で紹介・検索が可能
https://manabi-mirai.mext.go.jp/index.html

学びの未来

出前授業・施設見学等

研究用の本物の機械･器具を
使用して薬の成分の抽出 プログラミング開発授業

＜ＩＴ＞

スマホとモジュロールを
活用して建築の寸法を決定

＜建設＞＜化学＞

土曜学習応援団について
～企業・団体等による出前授業等を見つけるためのプラットフォーム～

15



R2年度採択：12機関
八戸工業高等専門学校、山形大学、

新潟大学、小山工業高等専門学校、
山梨大学、滋賀県立大学、

京都光華女子大学、武庫川女子大
学、
久留米工業高等専門学校、
佐賀大学、長崎大学、琉球大学

R3年度採択：5機関

函館工業高等専門学校、埼玉大学、
御茶ノ水女子大学、東京薬科大学、
同志社大学

支援金額：150～300万円／機関・年
支援期間：2年間

趣

旨

女子中高生の理系分野に対する興味・関心を喚起し、理系分野へ進むことを支援するため、科学技
術分野で活躍する女性研究者・技術者、大学生などと女子中高生との交流機会の提供、シンポジウ
ムや出前授業等の取組、地域や企業等と連携した取組などを実施する大学等を支援する。

女子中高生の理系進路選択支援

16



夏のリコチャレ2021振返りと2022に向けて
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夏のリコチャレ2021 ～理工系のお仕事を体感しよう！～

内閣府・文部科学省・日本経済団体連合会の共催で、夏休み期間を利用して行われる
主に女子中高生等を対象とした、企業・大学・学術団体等のイベントを取りまとめて発信

職場見学、工場見学、シンポジウム、実験教室、先輩女性社員との交流等

P&G明石工場「夏のリコチャレ 2021 ～理工系の仕事をの
ぞいてみよう～」オンライン実験教室

大阪府立大学、関西科学塾コンソーシアム「女子中高生の
ための関西科学塾」 理系の先輩の仕事紹介

東亞合成「夏のリコチャレ2021～化学ってスゴイ！化学会
社のお仕事体験！～」オンライン実験教室

（大阪府立大学、関西科学塾コンソーシアム）「女子中高生
のための関西科学塾」 理系の先輩の講演 18



夏のリコチャレ2021 開催実績

●夏のリコチャレ2021 開催実績
参加団体数：59 企業：24 大学等：22 学術団体・その他：13

イベント数：113 オンライン：69 実地（オンラインとの併用含む）：44
参加者数：6,300名以上（アンケート提出44団体分）

【参考】
●夏のリコチャレ2019開催実績

100団体179イベント
約36,000名が参加

・新型コロナ感染拡大の影響により、各団体がこれまで企画
してきた形態でのイベント実施が困難となり、参加を見合わ
せた団体が多かったと推測できる。
・過去には数千人規模や1万人超の参加者数を誇る大規模

な実地型イベントを実施する団体が企画を見合わせ、小規
模での開催となる傾向が多かった。

・一方で、オンラインイベントを得意とする新規団体の参加
や、オンラインにより地域に縛られない参加者を得た団体も
あり、可能性を広げた試みとなった。

19



夏のリコチャレ2021で実施した告知内容

■事務連絡発出
・都道府県男女共同参画主管課（6/1）
・政令指定都市男女共同参画主管課（6/1）
・各都道府県教育委員会担当課（6/16）
・各指定都市教育委員会担当課（6/16）
・各都道府県私立学校主管部課（6/16）
・構造改革特別区域法第12 条第1 項を受けた学校設置会社を所轄する各地方公共団体の
学校設置会社担当課（6/16）

・附属学校を置く各国公立大学法人担当課（6/16）
・各文部科学大臣所轄学校法人担当課（6/16）

■その他周知
・官邸メルマガ（6/21）
・内閣府Twitter、Facebook（7/6）
・男女局HP トップページ掲載（７～９月）
・男女局Facebook（7/6）
・男女局メルマガ（7/9号）
・男女局広報誌「共同参画」（７月号）
・文科省初中教育ニュース（6/25）
・文科省マナビィ・メルマガ （7/8）

■リーフレットの配布
従来行っていた紙リーフレット

の送付を取りやめ、事務連絡発出
先とリコチャレ登録団体宛にリー
フレットデータを共有

20
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夏のリコチャレ2021 アンケート結果 ①
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（Ｎ=6,324）
※左グラフの内数

全体

※参考：2019年度

性別Ⅰ. 参加者 年齢

夏のリコチャレ2021イベント実施団体向けアンケートより、集計
• アンケート対象：夏のリコチャレ2021実施団体59団体（うち、有効回答数44団体）

（Ｎ=35,851）

（Ｎ=35,851）

参加者の属性について中高生の合計：36％⇒51％、女性割合：27％⇒41％となり
夏のリコチャレの主旨が企画へ浸透してきたと言える。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性 男性 不明

2%

10% 41%

1%

12%

2%

32%

4%

32%

2%

19% 32%10% 27% 30% 43%

41% 12% 47%



夏のリコチャレ2021 アンケート結果 ②
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Ⅱ. 参加者の流入経路

夏のリコチャレ2021イベント実施団体向けアンケートより、集計
• アンケート対象：夏のリコチャレ2021実施団体59団体（うち、有効回答数44団体）

学校からの案内が最も効果が大きい。次いで企業・大学等HP、家族、
夏のリコチャレHPと続いており、幅広く広報していく手法が有用と思われる。

※各団体が参加者の流入経路として多かった
上位3項目まで選択
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夏のリコチャレ2021 アンケート結果 ③
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Ⅲ. 実施形態

夏のリコチャレ2021イベント実施団体向けアンケートより、集計
• アンケート対象：夏のリコチャレ2021実施団体59団体（うち、有効回答数44団体）

今年度はオンラインでの開催を工夫された団体が多い。
一方で、次年度では実地開催を希望する団体が多い。

2021度実施形態(団体別) 2022年度の実施予定 2022年度の実施形態予定

オンライン

80%

実地開催

16%

実地・オンライン

4%

有り

83%

未定

17%

オンライン

13%

実地開催

19%

実地・オンライン両方

19%

未定

49%

2021度実施形態 ⇒2022年度実施形態予定

実地開催 ⇒
実地開催 4
実地・オンライン 0
オンライン 0

実地・オンライン ⇒
実地開催 1
実地・オンライン 1
オンライン 0

オンライン ⇒
実地開催 1
実地・オンライン 5
オンライン 5

※2022年度の実施予定「有り」且つ
2022年度の実施形態予定「未定」以外を集計



夏のリコチャレ2021 アンケート結果 ④
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Ⅳ. 内閣府・文科省・経団連への要望

夏のリコチャレ2021イベント実施団体向けアンケートより、集計
• アンケート対象：夏のリコチャレ2021実施団体59団体（うち、有効回答数44団体）

政府による広報活動への期待が特に大きい。
企画の対象・時期についても整理検討する必要がある。

(件)0 2 4 6 8 10 12

PRの強化

学校・自治体への協力依頼

女性に限定しない企画

通年でのイベント企画

他団体との情報交換の機会

オンラインイベントのガイドライン精緻化



夏のリコチャレ2021 アンケート結果 ⑤

Ⅴ. 参加者の声（一部抜粋）

企業

• 社員の方のお話の後、沢山質問の時間をとってくださったことが、とてもありがたかったです。もう少し大学生の時の話を聞けたらよかったと
思いました。(生徒・学生)

• 映像を通して初めて工場の様子を働く人の観点から見ることが出来、実際の仕事についての考えを深められました。(生徒・学生)
• 働いている女性社員の方々のお話も興味深く、建築や土木で働いている女性の方のお話を聞くのは初めてだったので、面白かったで
す。(生徒・学生)

• 思っていたよりも少人数で質問しやすかったので良かったです。女性ならではのことや，育休・産休など仕事以外のことも話していただ
き、ありがとうございました。(生徒・学生)

• オンラインイベントに初めて参加したが、リアルの工場見学より近くの様子が見れて良かった。(生徒・学生)
• 将来を考えるときに大きな力になると思う。(生徒・学生)
• 登壇した女性社員がどのような経験をし、どのような経緯で進路選択をしてきたのか伺うことができたのが良かった。良い進路選択が
できるよう頑張りたい。(生徒・学生)

• 人見知りの子供が自ら質問したり楽しんでおりました。ありがとうございました。(保護者)
• 「実地開催」を望む声が多く寄せられた。実際に近くで見て触って、体験・体感できるとより理解が深まるという意見があった。一方、東
は岩手、西は宮崎まで幅広い地域の方が参加されていて、地方の皆さまからは、オンラインなので気軽に参加できて有り難かったとい
う声も多く寄せられた。(企業)

大学等

• 本イベントにより科学や理系進学への意欲がより高まった。(生徒・学生)
• 座学だけでなく、実習がとても充実していて非常に楽しい時間を過ごさせて頂きました。やはり、自分の目で見てふれて肌で感じるとい
うのも知識の理解に大きな手助けとなるということを改めて感じられた絶好の機会でした。(生徒・学生)

• コロナの影響で、学校では実験があまりできていなかったので、顕微鏡をじっくり触れることができてよかった。(生徒・学生)
• 理系は専門的で難しい印象でしたが、女性研究者が専門分野のことを楽しそうに話す様子に憧れました。(生徒・学生)
• 大学生の研究を実際に聞くことができて、嬉しかったです。また、自分の研究に誇りを持っている様子が伝わってきて、自分もそんな人
になりたいなとおもいました。(生徒・学生)

• 女子大学生の方に質問にこたえていただいて、すごく参考になったし、少し前向きになれました。(生徒・学生)
• オンラインのため中間テスト前でも参加できた。(生徒・学生)
• 女子学生が活躍していることや，女子学生をバックアップする体制ができていることがわかり，娘が入学できたら良いという思いが高
まりました。(保護者)

学術・研究機関
等

• 今までは理科が苦手だったが今回の講座で理科に興味がでてきた。これからは理科の授業も楽しんで受けようと思う。(生徒・学生)
• やはり、実際に見て触れて体験したい。来年は、同じ企画でもよいので是非体験したい。(生徒・学生)
• 今まで将来について考えることから目を逸らしてしまっていたけれど、自分自身と向き合うとても良い機会になりました。(生徒・学生)
• 講演の内容に感銘を受けた。無意識のバイアスがあることを意識して、今後の教育に取り組んでいきたい。(教員) 25


	理工系女性人材の育成に係る取組と�夏のリコチャレ2021総括
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	理工チャレンジ（リコチャレ！） ～女子生徒等の理工系への進路選択を促進～
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26

